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大
友
氏
家
匝
団
に
つ
い
て
の
一
考
寮

••••••••• 
B
「
今
度
＂
ん
林
巾
務
少
帷
以
圃
心
令
渡
梅
別

ill

ゃ
労
之
由
惑
悦
候
、

白
仄
、
必
辿
伽
可
賀
之
候
、
恐
々
謹
い
。

八
月
十
九
日

若
林
九
郎
殴
」

（
大
友
史
料
第

••.••..•• C

「
田
原
近
江
入
炉
叫
妙
見
圧
在
城
之
儀
申
付
之
処
、
従
最
前
以
同
城
別
Ill

字
労
之
由
悦
喜

•.••••.• 
伏、
9

国
事
州
以
被
得
指
南
弥
可
励
馳
走
れ
肝
佐
杖
柄
田
加
妍
九
郎
可
申
候
、
恐
々
謹
口
。

徳
丸
右
衛
凹
尉
殿
」

が
存
在
す
る

Q

1

ー
を
例
示
す
れ
ば
、

一
、
「
同

心

」

感

状

輯
三
三
四
号
文
書
、
以
下
、
大
一
と
略
称
す
る
。
）

宗

弥
可
励
馳
走
十
．
llJ
為
悦

大
友
氏
の
発
給
せ
る
感
状
中
に
「
詞
陣
」
或
は
「
い
心
」
吟
の
辞
句
の
あ
る
も
の

・鳴

．．．．．．．． 

A

「
今
度
以
吉
岡
左
衛
門
大
大
同
陣
於
以
珠
郡
長
々
在
陣
之
肱
不
図
モ
筑
後
出
張
労
以
軍
労

感
悦
無
極
候
、
以
其
辻
坑
後
之
事
過
半
属
案
中
候
由
候
弥
忠
儀
炉
入
候
、
必
追
皿
一
段
可

賀
申
候
、
恐
々
謹
言
。

（
天
文
三
年
）
三
月
廿
日

義
鑑
（
花
押
）

（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）

（
大
分
県
史
川
第
九
巻
四
四
九
号
文
書
、
以
下
、
大
分
県

史
料
よ
り
の
引
JII
は
在
数
と
文
沿
番
号
の
み
を
示
す
。
）

麟
（
花
押
）

大

友

氏

家

臣

団

に

つ

い

て

の

る
に
は
傍
証
を
必
立
と
す
る
の
で
あ
る
。

郎
。
）
と
の
関
係
は

然
る
に
、

と
感
状
の
受
給
者

(
A
の
徳
丸
右
衛
門
尉
、
B
の
若
林
几

正
月
―
―
十
日

香
志
田
兵
如
叫
虞
殿
（
八
の
八
二
）
」

統
（
花
押
）

の
如
く
で
あ
る
。

C
例
に
炉
て
は
、
香
志
田
兵
部
丞
と
田
い
五
江
人
迅
紹
忍
と
の

関
係
は
、
前
者
が
役
者
の
指
南
を
母
て
、
妙
見
岳
城
に
同
城
す
へ
き
立
場
に
立
つ
も

の
で
あ
る
事
は
感
壮
の
酎
句
に
依
っ
て
明
白
で
あ
り
、
か
か
ろ
閃
位
は
軍
事
行
動
の

際
に
於
る
両
者
間
の
指
揮
被
指
揮
関
係
を
示
す
も
の
と
云
え
る
。

A
及
び

B
に
於
て
は
感
状
の
文
中
に
ホ
さ
れ
た
人
名

(
A
の
古
岡
左
衛
門

大
夫
、

B
の
若
林
中
務
少
柿
。
）

先
ず
、 考

察

桑
感
状
の
文
章
自
体
の
中
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ

て
、
前
者
（
感
状
中
の
入
名
。
）
と
後
者
（
感
状
の
受
給
苫
Q

)

と
の
閃
位
を
明
白
に
す

A
の
古
岡
左
衛
門
大
夫
に
つ
い
て
は
、

五
条
文
平
口
[
」

ー
匂
々
加
申
伏
、
就
今
度
干
・
父
従
殻
前
刈
11

人
魂
乍
案
中
御
熙
敷
候
、
忠
貞
之
次
第
永
々

不．
PJ
有
忘
い
仮
、
適
至
其
表
田
北
大
和
＞
、

ILl
ド
和
泉
守
、
古
岡
左
衛
門
大
夫
出
弘
之

条
、
／
国

1

手
被
巾
談
弥
堅
固
之
オ
党
殻
存
杖
、
崩
年
寄
八
可
申
候
、
恐
々
謹
耳
。

（ド〈文一
1

年

）

二

月

八

日

義

鑑

（

在

押

）

五
条
殿
」
（
続
編
年
大
及
史
料
第
八
巻
二
九
号
又
暑
、
以
F
紐
尻
と
略
称
す
。
）

波

田

義 捐I.
ノ‘
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右
に
依
れ
ば
、
吉
岡
左
衛
門
大
人
は
、
天
文
一
云
一
年
に
筑
後
派
氾
軍
の
部
将
で
あ
っ

（
宗
麟
）

「

（

花

押

）

元
亀
―
一
年
七
月
十
九
Fl
於
飯
森
切
古
攻
口
、

次
第
、
着
到
銘
々
加
昴
見
止
。

•••• 
若
林
九
郎

若
林
源
四
郎

月
生
内
蔵
助

合
沢
織
部
允

玄

訴
源
十
郎

巳
上
（
大
一
の
―
―

1

ニ――-）」

と
あ
っ
て
、
若
林
中
務
少
闘
は
同
姓
九
郎
を
指
揮
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
事
が
知

ら
れ
る
。

右
に
依
っ
て
、

A
、

者
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、

A
、

ま、
,.~ 

矢
疵

手
火
矢
疵

石
疵

手
火
矢
疵

手
火
矢
疵

欠
疵

及
び

B
に
於
る
感
状
中
に
記
さ
れ
た
人
名
と
、
感
状
の
受
給

B
も

C
と
同
じ
く
大
友
氏
の
軍
事
力
動

員
の
際
の
組
織
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
吉
岡
左
衛
門
大
夫
、
若
林
中
務
少
輔

は
田
駈
紹
忍
の
場
合
と
同
じ
く
指
揮
者
的
立
坦
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
大
友
氏
の
発

給
せ
る
感
状
の
中
で
「
同
陣
」
「
同
心
」
「
同
城
」
等
の
舒
句
の
存
す
る
も
の
は
、

般
的
に
は
右
の
如
く
理
解
し
得
る
。
皿
ち
、
文
中
の
人
名
は
、
当
該
惑
状
の
受
給
者

•••••..••••• 
右
林
中
務
少
輔
紋
開
説
類
被
官
被
疵
粉
骨
之

指
揮
下
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
若
林
中
務
少
輔
に
関
し
て

別
曲
於
励
馳
走
者
、
必
追
向

に
対
し
て
上
級
者
で
あ
り
、
感
状
の
受
給
者
は
文
中
の
人
名
に
対
し
て
は
下
級
者
で

あ
る
と
解
す
へ
き
で
あ
る
。

「
佐
伯
止
徹
入
追
成
敗
之
刻
、
長
田
孫
右
ヱ
門
、

追
皿
可
賀
申
候
、
恐
々
謹
言
。

（
大
永
七
年
）
十
二
月
十
五
R

（
視
'
i
-

田
北
勘
解
由
左
衛
門
尉
殴
(
+
一
の
四

O
I

)

」

右
に
於
て
は
、
田
北
勘
解
由
芹
衛
門
尉
と
長
田
孫
右
ヱ
門
、

「今度唄＂＂叫

□発
向
-
―
付
、

烈
也
、
穴
賢
、

（
天
文
元
）
十
二
月
十
一
日

長
田
孫
右
ヱ
門
と
の
へ
（
紬
紺
七
の
四
四
。
）
」

喀
（
花
押
）

田
北
駕
十
郎
の
関
係

従
最
前
以
出
陣
所
々
手
仕
甲
労
感
悦
候
、
か
な
ら
す
氾
叫
可

よ
し
唆
（
花
押
）

と
あ
る
。
右
の
如
き
仮
名
文
宇
を
ま
じ
え
た
感
状
は
大
友
家
内
札
礼
に
於
て
は
、

二
山
否
邸
一
揆
中
へ
御
書
調
之
事

尉
形
椋
御
名
呆
を
は
か
な
に
調
申
候
、
一
佼
ヘ
ハ
か
な
と
の
へ
、

巾
似
、
名
字
官
途
ハ
す
く
に
書
申
候
、
か
し
く
と
甚
習
申
候
」

（
続
大
友
史
料
第
五
巻
、
以
下
、
紐
大
と
略
称
す
る
。
）

と
あ
っ
て
、
長
田
孫
右
ヱ
門
が
山
香
郷
に
存
在
し
た
東
直
一
揆
衆
の
一
員
で
あ
っ

た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
山
香
郷
東
西
一
挨
衆
は
田
北
氏
の
指
揮
下

に
戦
闘
に
従
事
す
る
事
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
児
玉
文
苔
に
、

（揆）

「
山
香
謹
給
人
一
擦
中
之
事
、
如
前
々
今
度
同
陣
肝
要
候
、

軽
孔
の
士
に
対
す
る
形
式
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

御
文
鉢
に
も
か
な
を
加

「
御
当
家
御
害
札
詑
様
」
に
は

古
に

は
一
般
の
枢
状
こ
於
け
る
場
合
と
は
巽
な
る
。

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

彼
の
筑
後
に
於
る
軍
事
行
動
は
吉
岡
左
衛
門
大
夫
の

A
の
感
状
は
、
筑
後
派
述
宣
中
に
在
っ
た
徳
丸
右
衛
門
尉
の
軍
功
に
対
し
て
発
せ

た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

に
田
孫
右
ヱ
門
に
つ
い
て
は
豊
田
文

但
し
こ
れ
に
は

―
―
一
の
例
外
が
存
す
る
。

と
あ
る
。

義

（
鑑
生
）

円
北
弥
十
郎
以
同
陣
忠
節
咽
悦
候
、
必
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大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

正
月
十
七
日

佐
伯
太
郎
と
の
へ
（
大
二
の
三
八
九
）
」

可
賀
之
段
可
被
申
閻
候
、
恐
々
謹
頁
。

（
永
緑
八
年
）
八
月
廿
日

田
北
弥
十
郎
殿

田
北
勘
解
由
左
衛
門
尉
殴
(
+
一
の
四
四
五
）
」

西
一
狡
衆
の
一
員
で
あ
り
、

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

（
秀
吉
）

御

朱

印

と
あ
る
。
田
北
氏
は
山
香
郷
東
西
一
揆
衆
の
指
揮
者
的
立
場
に
あ
り
、
且
つ
そ
れ

は
大
友
氏
に
依
っ
て
公
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
長
田
孫
右
ヱ
門
が
山
香
郷
東

一
げ
応
衆
に
対
す
る
田
北
氏
の
立
場
が
右
の
如
き
も
の
で

田
北
勘
解
由
左
ヱ
門
悶
と
長
田
孫
右
ヱ
門
と
の
関
係
は
一

般
的
な
場
合
と
は
逆
に
感
状
中
の
人
名
が
下
級
者
で
あ
り
、
感
状
受
給
者
が
上
級
者

で
あ
る
。
田
北
掬
十
郎
は
、
勘
解
由
左
衛
門
尉
と
父
子
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
こ
の

「
今
度
従
最
前
惟
定
以
同
城
別
皿
馳
走
之
由
感
悦
候
、
何
様
取
鎮
一
稜
可
顕
其
志
候
、
弥
可

被
励
馳
走
事
専
一
候
、
猜
油
上
長
門
入
追
可
申
候
、
恐
々
謹
言
。

（
天
正
十
五
年
）
二
月
十
四
H

義
統
（
花
押
）

田
北
宮
内
少
輔
殿
」
（
大
友
史
料
第
二
輯
四

0
五
号
文
書
、
以
下
、
大
二
と
略
称
す
。
）

と
あ
る
場
合
の
佐
伯
憔
定
と
田
北
宮
内
少
仙
の
関
係
は
指
揮
者
、
被
指
揮
者
の
関

係
で
は
な
い
。
佐
伯
椎
定
に
つ
い
て
は
大
友
文
書
録
に
左
の
文
害
が
存
す
る
。

「
態
染
平
候
、
其
城
幣
固
相
抱
候
段
、
尤
神
妙
思
召
候
、
今
月
廿
日
廿
五
日
羽
柴
八
郎
を
始

為
先
勢
追
々
被
差
迎
御
入
数
候
、
殿
下
二
月
末
一
二
月
始
至
干
鷹
前
表
可
被
成
御
動
座
事

八
幡
大
悲
薩
非
偽
候
、
今
廿
日
州
H
之
間
丈
夫
二
可
粗
拘
候
、
此
刻
無
二
之
覚
悟
忠
儀
不

浅
候
、
彼
逆
徒
等
来
い
可
被
釧
甘
事
案
之
内
候
、
各
可
被
成
御
災
美
候
間
、
家
中
之
者
共
申

間
成
川
弥
略
固
可
相
踏
候
、
兵
椋
予
薬
之
事
可
差
籠
由
被
仰
間
候
之
間
可
差
逍
候
、
猶
追

々
可
申
聞
候
也

次
に
、

場
合
も
当
然
後
者
が
上
級
者
で
あ
る
。

宗

在

判

麟

心

」

関

係

に
在
住
し
た
大
友
氏
家
臣
に
関
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
）

る
大
友
氏
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

）
の
数
字
は
主
と
し
て
翌
前
、
既
後
地
方

す
る
。

給
せ
る
感
状
中
に
は

「
以
同
心
」
「
以
同
陣
」
「
以
同
城
」
「
以
一
所
」
等
の
語
を
以

大
友
文
書
録
に
依
れ
ば
、
右
は
天
正
十
五
年
の
島
津
勢
の
豊
後
侵
入
に
際
し
て
南

「
其
方
事
為
検
使
至
佐
伯
被
差
置
候
之
処
、
今
度
薩
摩
之
逆
徒
乱
入
已
来
惟
定
以
同
城
、
別

而
粉
骨
之
次
第
度
々
雖
申
候
猶
以
令
感
心
候
、
右
之
悪
党
十
令
滞
在
之
条
惟
定
被
申
談
弥

忠
儀
之
心
懸
肝
要
候
、
至
義
統
遂
披
露
何
様
一
稜
被
成
御
感
候
様
取
合
不
可
有
疎
意

候
、
恐
々
謹
冤

（
天
正
十
五
年
）
二
月
二
日

田
北
宮
内
少
輔
殿
（
大
二
の
四

0
二
）
」

と
あ
っ
て
、
佐
伯
方
面
の
防
兜
軍
の
軍
監
と
し
て
派
辿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
惟
定
と
田
北
宮
内
少
輔
の
関
係
は
、
先
に
あ
げ
た

C
例
の

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
又
、

田
原
紹
忍
と
香
志
田
兵
部
丞
の
如
く
後
者
が
前
者
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
べ
き
関
係

田
北
勘
解
由
左
衛
門
尉
と
同
姓
胸
十
郎
、
長
田
孫
右
衛

門
の
場
合
の
如
く
指
揮
者
と
被
指
揮
者
の
関
係
が
、
感
状
上
に
逆
に
現
れ
て
い
る
の

で
も
な
い
。
此
の
場
合
は
、
単
に
同
じ
城
に
符
城
し
た
と
云
う
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
指
揮
者
被
指
揮
者
関
係
を
表
現
し
て
い
な
い
も
の
を
除
い
て
、
大
友
氏
の
発

て
表
現
さ
れ
、
軍
事
組
織
の
一
端
を
示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
が
凡
そ
百
八
十
余
通
存

（
こ
の
数
字
は
「
大
分
県
史
料
」

「
大
友
史
料
第
一
輯
」
「
大
友
史
料
第
二
輯
」
「
続
大

友
史
料
」
「
紬
編
年
大
友
史
料
」
に
依
っ
て
、
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
分
県
外
に
所
在
す

二
、
「
同

さ
て
、
「
同
陣
」
「
同
心
」
或
は
「
一
所
」
等
の
語
か
ら
直
ち
に
連
想
さ
れ
る
の

は
、
戦
国
諸
大
名
の
軍
事
制
度
、
家
臣
団
統
制
組
織
と
し
て
広
く
全
国
的
に
存
在
す

宗

レ
L
'

E
 

ブ
1

、

商、ー

田
北
宮
内
少
闘
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
大
友
文
書
録
に
、

海
部
郡
佐
伯
栂
牟
礼
城
主
で
あ
っ
た
佐
伯
惟
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
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4
 

3
 

2
 

（
薗
僑
J

去
月
十
九
日
紹
連
同
心
洗
敵
中
到
黒
木
表
、
以
来
在
々
所
々
軍
労
殊
二
分
捕
高
名
之
由
、

忠
儀
無
比
類
候
条
染
策
候
、
弥
可
励
馳
走
事
肝
要
候
、
恐
々
謹
互
゜

（
天
正
十
二
年
）
九
月
十
一
日

中
村
助
兵
衛
尉
殿
（
続
大
―
―
一
の
八
一
三
）

今
度
小
佐
井
左
京
卒
以
同
心
在
陣
、
於
所
々
軍
労
殊
到
高
良
山
長
々
在
山
辛
労
感
入
候
、

弥
可
励
聞
走
事
肝
要
候
、
必
取
鎮
一
段
可
賀
之
候
、
恐
々
謹
二
い
。

（
天
正
十
二
年
）
十
一
月
廿
日

中
村
助
兵
衛
尉
殴
（
続
大
一
―
一
の
八
一
四
）
」

る
で
あ
ろ
う
か
、

者
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。

以
下
に
於
て
、

在
す
る
。

義 義 義 義

統
（
花
押
）

就
今
度
日
州
表
行
林
新
九
郎
以
同
陣
辛
労
憾
入
候
、
然
者
初
秋
之
時
分
重
々
可
出
勢
之

条
、
其
節
別
血
馳
走
肝
苺
候
、
必
追
llu

一
段
可
賀
之
候
、
恐
々
謹
言
。

（
天
正
六
年
）
五
月
三
日

中
村
助
兵
衛
い
殷
（
続
大
の
三
八
―
一
）

統
（
花
押
）

統
（
花
押
）

ー
「
至
今
度
鹿
越
牢
人
現
形
之
刻
、
以
吉
岡
左
衛
門
大
夫
同
陣
不
日
馳
走
之
条
、
彼
悪
党
即
時

敗
北
、
先
以
肝
要
候
、
必
追
IIU

賀
可
申
候
、
恐
々
謹
ー
ロ
。

（
享
屈
元
年
頃
力
）
卯
月
二
日

中
村
藤
十
郎
殿
（
続
編
七
の
ニ
―
―

10)

唆
（
花
押
）

る
面
の
寮
親
寄
子
制
で
あ
る
。
感
状
に
現
わ
さ
れ
た
上
級
者
対
下
級
者
の
関
係
が
軍

事
的
な
指
揮
I

—
被
指
揮
の
閃
係
を
現
わ
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
殊
に

C

例
の
如
く
「
価
事
紹
忍
被
得
指
州
」
と
そ
の
閃
係
の
内
容
を
明
示
し
た
も
の
す
ら
存

先
ず
、
感
状
に
示
さ
れ
た
「
同
心
」
関
係
（
今
ま
で
指
揮
者
被
指
揮
者
関
係
と
呼

ん
だ
も
の
を
、
以
下
に
於
て
か
く
称
す
る
。
）
が
固
定
的
な
も
の
と
し
て
現
れ
て
い

こ
の
よ
う
な
拙
定
が
正
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
、
指
揮
者
被
指
揮

5
 

「
同
心
」
関

軍
の
際
の
中
村
助
兵
衛
尉
の
指
揮
者
は
、
紹
迎
か
ら
小
佐
井
左
京
涜
に
変
っ
て
い

鑑
種
高
尼
城
焼
屠
之
而
陣
高
良
山
（
下
略
）
」

（
大
二
の
二

0
七
頁
）
と
あ
り
、

3
に

が
、
各
史
料
間
の
年
伐
差
は
、

1
と
乙
以
下
に
於
て
大
き
く
、

2
以
下
の
一
1

辿
の
年

代
差
は
十
年
に
満
た
な
い
。
而
も
2
以
下
の
各
通
は
同
一
人
物
に
対
し
て
発
給
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
現
わ
れ
た
指
揮
者
名
は
各
辿
箱
に
変
っ
て
お
り
、
各
近
の

年
代
間
隔
を
考
慮
に
入
れ
る
時
、
享
練
年
間
の
吉
岡
左
衛
門
大
夫
ー
~
中
村
牒
十
郎

の
関
係
が
、
約
半
世
紀
を
隔
て
た
2
以
下
の
各
通
に
於
て
何
等
か
の
即
由
に
依
り
変

更
さ
れ
る
事
は
有
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、

1
と
2
以
下
と
の
間
で
指
揮
者
名
に
変
化

が
あ
っ
て
も
「
同
心
」
関
係
が
不
安
定
で
あ
る
と
は
云
い
得
な
い
。
然
る
に
2
以
下

の
各
通
に
於
て
は
、
年
代
差
は
十
年
に
泌
た
ず
、
感
状
の
受
給
者
は
各
通
と
も
同
一

人
物
で
あ
る
の
に
、
各
通
餌
に
指
揮
者
名
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
は
、

係
が
甚
だ
流
動
的
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を
与
え
る
。
殊
に
、

3
、
4
に
於
て
言
及
さ

れ
て
い
る
戦
闘
は
連
続
し
た
作
戦
行
動
で
あ
る
。
即
ち
、
大
友
文
害
録
に

（
｝
次
l

(

＂

り

臣

（

連

，

カ

「
（
天
正
十
二
年
八
月
）
宗
歴
、
近rP
~
‘
紹
迎
攻
茄
池
鎖
連
山
下
城
降
之
、

る
。
辿
続
し
た
作
戦
行
動
に
於
て
指
揮
者
名
が
か
く
変
化
す
る
の
は
、

係
が
固
定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
云
い
得
る
。

又
攻
田
尻

於
て
中
村
助
兵
衛
尉
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
高
橋
紹
連
は
、
戸
次
道
雪
、
朽
網
宗
歴
と

共
に
筑
後
高
良
山
に
駐
軍
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

4
に
見
ら
れ
る
如
く
高
良
山
駐

「
今
度
以
苫
岡
左
衛
門
大
夫
同
陣
於
玖
珠
郡
長
々
在
陣
之
脇
、
不
図
至
筑
後
出
張
労
以
軍

労
感
悦
無
極
候
、
以
其
辻
筑
後
事
過
半
案
中
之
由
候
、
弥
忠
儀
燐
入
候
、
必
追
而
一
段
可

賀
申
仮
、
恐
々
誼
百
゜

「
同
心
」
関

る
。
）
引
川
史
料
の
年
代
は
享
似
煩
か
ら
天
王
十
二
年
に
至
る
約
半
世
紀
間
に
互
る

雄
氏
家
蔵
文
苫
中
に
在
る
。

（
続
糾
年
大
友
史
料
の
編
苔
田
北
学
氏
の

IIl心
に
よ

以
上
四
通
の
感
状
は
、

大
分
県
大
分
郡
高
田
村
大
字
丸
亀
字
中
村
、
中
村
白
久

四
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V
こ、

＇り、
、
1

|

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
寮

さ
れ
た
大
友
軍
の
指
揮
宜
で
あ
っ
て
、
徳
丸
在
衛
凹
尉
は
そ
の
指
揮
ド
に
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
然
る
に
、
同
じ
く
天
文
―
_
―
年
の
肥
後
隈

依
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
隙
の
感
状
に
は
、

5
と
由
六
な
り
、
上
級
者
或

は
指
揮
宜
門
人
物
を
不
し
て
い
な
い
。
田
北
学
氏
胴
、
続
編
年
大
友
史
が
在
八
に
列

一
貫
し
て
現
れ
る
も
Ol
ー
で
な
い
こ
と
か
知
ら
れ
た
。

定
的
な
も
0
て
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
云
え
る

3

泊
山
内
右
衛
門
尉討

之

こ
れ
は
被
拓
抑
者
白
，
訊
似
か
固

で
ん
約
）

7

「

（

花

抑

）

人
正
J

ハ
年
卯
月
十
日
士
持
要
古
松
尼
落
去
乏
刻
山
田
祈
五
右
衛
門
討
蝕
中
い
手
之
衆
或
ハ
分

抽
或
ハ
被
批
什
戦
死
竹
剃
銘
々
加
初
見
平
。

甲
悲
八
郎
：
―
此

頸

一

指
揮
者
と
し
て
現
れ
て
も
、

他
の
小
件
に
閃
し
て
発
給
さ
れ
た
胞
状
に
そ
の
＇
＞
悶
か

な
い
。

（
ぶ
編
八
の
百
一
ー
百
八
）

5
、
6
に
仏
っ
て
、
或
事
件
に
関
す
る
他
状
に
被

る
か
、
悉
く
6
と
同
文
で
あ
っ
て

い
す
れ
も

，
車
」

―

□
 
＿
同
心
」
等
の
語
は
存
し

学
さ
叩
て
い
る
肥
後
国
隈
ぷ
去
出
陣
に
閲
す
る
感
状
は
右
の
6

を
含
め
て
」
ハ
北
て
あ

部
表
に
派
迅
さ
れ
た
大
友
軍
中
に
、

矢
出
柏
丸
右
衛
門
均
か
在
っ
た
こ
と
か
、

6
に

衛
門
大
人
は
田
北
大
和
守
、

111ド
和
百
水
守
と
共
に
、

大
文
一
1

年
に
筑
後
方
血
に
派
迅

6
 
於
今
度
肥
後
囚
叫
部
表
、
長
々
在
陣
軍
労
悠
位
似
、
必
追
而
一
段
叶
賀
申
仮
恐
々
謹
い
。

五

月

十

一

日

義

鑑

（

花

押

）

他
丸
む
衛
門
け
殴

(JL
の
四
六
冗
）
」

史
料
5
は
、
本
稿
の
冒
碩
に
引
用
し
た
史
が
A
と
同
一
で
あ
る
。
即
ち
、
吉
岡
左

他
丸
石
衛
門
lit
殿
（
九
の
四
四
九
）

月
廿
H

義
饂
（
礼
押
）

五

乙

永
緑
―

木
文
卜
ト
-
.

「
い
心
」
閲
杯
0
内
容
に
閏
し
て
、
史
に
jr
の
史
料
か
あ
け
ら
れ
る
。

即
ち
、

ス こ
と
か
叫
ら
か
と
な
っ
た
が

史
月
5
ー
8
に
依
っ
て
指
揮
者
、

殷
指
刊
レ
11

そ
れ
／
＼
の
＇
門
叫
か
周
定
内
て
な
い

と
を
示
し
て
い
ろ
と
云
え
る
。

れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
云
う
こ
と
は
指
抑
者
的
げ
場
か
固
定
り
な
も
の
て
な
い
こ

‘、
、
I
I
t
こ
0

ヵ
り
こ
り
ォ

t

即
ち
、
市
ぃ
人
上
存
介
し
た

「
同
心
」
閃
倅
か
必
す
し
も
喝
状
ピ
ニ
い
さ

彼
指
揮
閃
伍
は
市
丈
上
存

h
し
た

「
り
心
」
関
係
の
令
面
で
は
な
い
と
云
う
こ
と

7

8

に
依
っ
て
「
同
心
ー
「
口
飩
」
万
の
語
に
よ
っ
て
感
状
に

1

小
さ
れ
ろ
柘
押

れ
た
事
実
と
閃
連
す
る
の
み
で
あ
る
。

丈
の
令
部
か
示
さ
れ
て
い
ろ
の
て
は
な
い
。

「
白
身
分
抽
之

lll
」
の
語
が
7
に
示
さ

今
度

t
持
佐
古
落
去
之
刻
自
身
分
仙
之
巾
、

只
IIJ
い
は
之
仮
、
恐
々
遁
―
-
E
0

（尺
JE
ぃ
ハ
年
）
卯
月
十
五
H

佐
士
原
兵
部
浜
殿
(
+
三
の
白
三
）

史
料
7
、
8
は
、
犬
王
六
年
日
向
国
七
持
氏
柾
伐
の
際
の
も
の
で
あ
る
。

[
I

に
依

っ
て
佐
上
椋
只
糾
度
は
、
泊
出
祈
五
右
衛
門
間
鎮
忠
〇
一
岱
揮
下
に
在
っ
て
戟
闘
に
従

中
し
た
直
か
知
ら
れ
る
。
然
る
に
、
ゞ
の
幽
状
に
加
て
は
、

7
に
於
て
知
り
口
い
た
中

こ
れ
は
大
友
氏
信
111"
団
汽
駕
に
於
て
拓
阿
者
ク
ラ

般
指
帥
打
ク
ラ
ス
そ
れ
（
の
位
店
を
固
定
的
な
ら
し
め
ろ
へ
き
身
り
制
"WJ

閉
い
杜
庁
か
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
呪
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

□
 

「
『
就
長
寿
I

寸
押
妨
之
儀
、
対
田
貯
親
賢
鑑
生
状

8
 

大
如
柑
部
助

］
 

-
U
 

粉
閏
之
儀
仮
、
仰
凱

fL専
一
候
、
必
叫
ロ

（
中
略
）
以
上
(
+
三
の
百
ー
）

義
統
（
仕
押
）
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（
恵
良
文
性
一
、
大
内
仄
年
行
人
辿
署
奉
書
に
「
翌
前
国
宇
佐
郡
但
松
名
小
河
内
屋
敷
式

ヶ
州
長
寿
寺
領
云
々
、
本
坤
那
三
郎
ム
ヱ
門
尉
益
実
裁
社
和
談
状
在
之
（
下
略
）
」
（
八
の

．
一
）
と
あ
る
）

以
上
に
よ
り
田
北
鑑
生
と
恵
良
応
岐
守
の
間
に
与
力
契
約
関
係
か
存
右
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
ろ
。
従
っ
て
、
恵
良
記
岐
守
ば
田
北
鑑
生
の
与
力
で
あ
り
、
弘
治
年
間
、

大
友
氏
の
既
前
征
服
以
来
田
北
鑑
生
の
指
揮
下
に
在
っ
て
「
同
心
」
関
係
を
成
立
さ

と
の
論
地
で
あ
る
。

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
小
河
内
之
儀
」
と
は
鑑
生
舎
状
案
に
云
う
所
の
長
寿
寺

題
す
る
文
書
に

「
隠
岐
守
中
鑑
牛
与
力
之
喫
約
候
乏
間
労
可
然
様
御
取
合
」
（
八
の

柄

が

）

（

弘

治

―

―

一

年

）

應
令
啓
候
、

11一
良
応
岐
守
事
、
去
々
年
秋
月
御
退
治
己
来
令
同
陳
別
tfJ

軍
労
候
、
然
者

彼
方
頷
池
之
内
長
好
サ
被
申
旨
候
嗽
、
辛
隠
岐
守
之
御
一
通
令
披
見
候
、
彼
地
事
一
両
年

事
六
借
敷
申
結
仮
条
、
各
申
淡
於
殴
中
両
方
証
文
叩
拶
見
候
之
処
、
隠
岐
守
申
所
無
余
儀

之
涌
其
炒
汰
仮
召
、
淵
庇
臼
此
忽
凡
祓
致
存
知
候
、
処
処
長
寿
寺
軍
々
被
申
事
候
敷
、
泥

々
可
被
間
召
合
事
干
亜
候
、
歩
罰
い
岐
守
可
被
巾
条
、
不
能
細
策
校
、
恐
々
謹
一
一
嗅
。

永

禄

二

十

月

―

―

日

（

田

北

）

鑑

生

判

田

掠

殿

り
、
双
方
の
証
文
を
提
出
の
上
詮
議
を
加
え
た
所
恵
良
方
の
勝
訴
と
な
っ
た
が
、
尚

々
長
寿
寺
が
承
服
し
な
い
の
で
大
友
氏
の
加
判
衆
の
一
人
で
あ
る
田
北
鑑
生
が
、
豊

（
カ
タ
ワ
ケ
）

前
方
面
の
方
分
で
あ
る
田
原
親
腎
に
対
し
、
以
前
か
ら
の
事
情
を
告
け
息
良
方
の
乃

に
取
計
う
よ
う
に
依
顆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
状
の
冒
顕
に
恵
良
屈
餃
守
は
「
去

．．． 

々
年
秋
月
御
退
治
己
来
令

1
陣
別
而
軍
労
」
の
者
で
あ
る
こ
と
を
特
に
述
べ
て
い

る
。
然
し
て
、
恵
良
文
圭
贔
い
一
「
就
小
河
内
之
儀
鑑
生
・
鑑
速
害
状
案
永
紐
四
」
と

六
一
）
と
あ
っ
て
、
恵
良
防
岐
守
は
田
北
鑑
生
と
与
力
の
契
約
を
結
ん
で
い
た
こ
と

右
の
書
状
案
の
内
容
は
、

息
良
屈
岐
守
の
領
地
の
内
に
長
寿
寺
と
の
論
地
が
あ

御
宿
所
（
八
の
五
六
）
」

L
卜
記
之
臼

一
所
五
町
杞
古
名
本
領

血
ぃ
田
弥
次
郎
跡

れ
が
そ
の
主
裳
な
原
因
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

続
目
御

ろ
う
か
。

即
ち
、
鑑
生
が
侑
諭
に
関
与
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
両
閃
係
の
う
ち
い
ず

ろ
う
か
。

云
い
か
え
る
な
ら
田
北
鑑
生
が
恵
良
尼
岐
守
の
領
地
争
論
に
種
々
貼
走
す

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
因
緑
に
よ
っ
て
閣
岐
守
の
領
地
に
つ
い
て
の
争

「
同
心
」
閃
係
即
ち
、
今
ま
で
指
揮
者
被
指
押
者
関
係
と
呼
ん
で

来
た
州
の
、
甲
事
的
勤
役
の
散
の
上
下
関
係
，
ー
と
、
与
力
契
約
閃
係
と
は
、
当
事

者
間
に
於
て
両
閃
係
の
う
ち
何
れ
か
の
閃
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

坦
合
に
そ
の
巾
か
直
に
他
の
閃
係
の
存
在
を
＇
＂
誌
味
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ

る
所
あ
っ
た
の
は
、
似
岐
守
と
の
間
の
与
力
契
約
関
係
の
存
在
に
よ
ろ
も
の
で
あ
る

か
、
或
は
弘
治
年
間
以
来
、
隠
岐
守
を
「
令
同
陣
」
て
き
た
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ

「
も
郡
之
内
大
家
郷

一
所
拾
町
壱
段
廿
氏
、
吉
延
・
久
則
・
秋
戚
名
内
八
町
廿
代
・
持
留
居
屋
敷
分
、

吐
’
こ
に
r

斗，＇―

下
毛
郡
之
内

一
所
―
―
一
町
弥
永
恒
占
よ
領
木
部
掃
部
助
跡

里
巾
旱
在
候
、
抑
去
年
三
月
御
弓
矢
以
前
参
上
侯
て
以
鑑
生
仰
取
介
奉
請
御
下
知
、
四

前

□御
退
沿
以
来
鑑
牛
閲
御
吹
挙
状
、
田
虹
釦
宏
属
御
手
、
去
年
八
月
廿
H
同
廿
一
日
111

m里
城
被
召
懸
侯
時
、
山
田
被
直
長
野
新
兵
衛
尉
小
林
弥
六
打
捕
候
刻
被
官
之
賀
部
助
三

郎
立
御
用
候
、
同
七
月
四
日
馬
柘
城
被
召
懸
之
時
被
官
神
五
郎
被
疵
候
、
於
忠
儀
之
段
者

的
ァ
可
i
J
L
聞
候
、
右
坪
付
之
前
弐
ヶ
所
之
料
皿
余
儀
本
領
之
れ
似
、
被
任
証
交
被
成
上

．
＇
ぃ
ド
片
可
[
[
候
、
例
宇
佐
御
神
領
大
家
郷
胄
八
附
廿
代
之
事
者
続

IJ
御
判
之
事
申
上
候
、

（
大
月
）
（
大
内
）

義
隆
・
義
長
御
判
此
外
先
証
無
紛
候
、
証
文
何
茂
所
持
什
候
、
為
御
存
知
候
、
可
然
様
御

姑
露
可
訳
候
、
恐
位
謹
百
゜

然
ら
ば

論
に
鑑
生
が
関
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

＇ ノ‘
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大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

田

上
申
＼

＼
 

大
友
氏

／
 

上
申
／

田

北

鑑▲

原

親

「
今
度
秋
月
文
種
111
田
以
下
逆
心
之
刻
、
其
方
事
従
遠
郡
最
前
出
頭
、
就
中
於
山
田
要
害

馬
岳
城
一
了
同
人
数
候
之
郎
、
分
抽
外
被
官
一
人
戦
死
忠
貞
無
比
類
候
、
何
椋
別
曲
賀
可
申

候
、
恐
々
謹
．
―
-
口
。

（
弘
治
三
年
）
七
月
廿
八
日

蜘
瀬
備
中
守
殿
（
八
の
四
七
0
)
」

と
あ
っ
て
、
申
状
の
言
及
せ
る
田
原
親
宏
と
の
「
同
心
」

1
1
(
「
同
陣
」
）
の
事
実

は
、
感
状
の
中
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
前
に
史
料
7
に
於
て
見
た
佐
土
原

兵
部
丞
と
清
田
鎮
忠
と
の
「
同
心
」
関
係
が
、
史
料
8
の
仕
土
原
兵
部
巫
宛
感
状
に

於
て
何
等
示
さ
れ
て
い
な
い
の
と
同
一
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

申
状
の
文
言
か
ら
判
断
さ
れ
る
所
で
は
左
図
の
如
き
関
係
が
、
斬
廂
鎮
忠
、

宏
／
（
同
心
関
係
）
軍
事
的
勤
役

／
 

蛎
瀬
備
中
守

＼
 

＼
（
本
領
安
諮
等
の
行
政
的
事
項
）

生

鑑
生
帯
御
吹
学
状
、
田
原
親
宏
屈
御
手
」
或
は
、

義

鎮

御

判

（
永
禄
元
年
）
十
一
月
十
五
日

右
の
申
状
に
云
う
叫
は
、

弘
冶
年
間
以
米
の
鮒
瀬
氏
の
大
友
氏
に
対
す
る
軍
忠
の

次
第
を
述
べ
本
領
安
堵
の
仰
判
を
巾
占
く
る
に
つ
い
て
、

田
北
鑑
生
に
と
り
な
し
を

候
」
の
文
言
は
注
目
を
要
す
る
。
巾
状
に
云
う
所
の
軍
中
心
に
対
す
る
大
友
氏
よ
り
の

田
北

感
状
は
、

「
於
忠
儀
之
段
者
親
宏
可
有
上
閻

而
し
て
、

申
状
に
云
う

「
以
鑑
生
御
取
合
奉
珀

請
う
た
も
の
で
あ
る
。

（
鉛
生
-

田

北

殴
人
々
御
中
（
八
四
の
七
二
）
」

御
下
知
豊
前
国
御
退
治
以
来

蠣
瀬
備
中
守鎮

忠
（
花
押
）

｝
契
約
関
杯
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七

間
に
於
て
同
時
に
与
力
契
約
関
係
の
存
在
し
た
事
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
り

と
す
れ
ば
、

田
北
・
忠
良
両
者
間
に
「
同
心
」
・
与
力
契
約
の
両
関
係
が
同
時
的
に

存
在
し
て
い
た
場
合
、
田
北
鑑
生
を
し
て
悪
良
隠
岐
守
の
領
地
争
論
に
馳
走
せ
し
め

る
に
至
っ
た
の
は
、
両
者
間
に
お
け
る
「
同
心
」
関
係
の
存
在
で
は
な
く
し
て
、
与

さ
て
、
島
瀬
仙
中
守
の
場
合
に
、
事
実
上
の
「
け
心
」
関
係
は
田
原
親
宏
と
の
間

に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
領
安
堵
の
為
の
馳
走
は
田
北
鑑
生
に
依
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。
恵
艮
•
田
北
両
者
間
に
於
て
存
在
し
た
与
力
契
約
関
係
の
内
容
を
不

す
も
の
は
、
隠
岐
守
の
領
地
争
論
に
関
す
る
田
北
鑑
生
の
馳
走
で
あ
っ
た
か
ら
、
鑑

生
が
蛎
瀬
備
中
守
の
本
領
安
培
の
為
に
馳
走
し
て
い
る
の
は
、
蛎
瀕
•
田
北
両
者
閲

に
与
力
契
約
関
係
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

柑
定
に
関
し
て
、
両
者
間
の
与
力
契
約
閲
係
の
存
府
を
直
接
に
明
示
し
た
史
料
は
存

仔
府
か
な
か
っ
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち

「
同
心
」
関
係
の
存
在
は
、
関
係
者

は 在
を
窓
味
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
栃
瀬
備
中
守
の
場
合
に
於
て
も
、
事
実
上
の

「
同
心
」
関
係
に
あ
っ
た
田
原
親
広
の
手
に
よ
っ
て
、
本
領
安
項
の
馳
走
が
な
さ
れ

て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
引
の
鮒
瀬
備
中
守
申
状
も
出
原
親
宏
宛
に
提
出

「
詞
心
」
関
係
に
あ
っ
た
朗
創
価
巾
守
•
田
原
親
宏
両
者
の
間
に
恵
良
記
岐
守

.111
北
鑑
生
両
者
間
に
見
ら
れ
た
如
き
「
同
心
」
・
一
与
力
」
契
約
両
関
係
の
詞
時
的

さ
れ
る
べ
き
平
11

で
あ
る
の
に
、

申
状
の
宛
名
は
田
北
鑑
生
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

杯
と
し
て

1

小
さ
れ
る
。
）
の
存
在
が
同
時
に
当
事
者
間
に
於
け
る
与
力
契
約
閏
係
の
存

に
兄
給
さ
れ
た
慇
状
に
示
さ
れ
る
と
は
い
ら
な
い
が

感
状
に
ポ
さ
れ
る
場
合
は
「
同
心
」
閃

ろ
と
、
軍
市
的
蝕
役
の
際
の
指
揮
者
被
指
押
者
閃
係
（
即
ち
、

そ
れ
が
常
に
佼
指
揮
者

鑑
生
、
田
原
親
宏
、
大
友
氏
四
者
の
間
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
四
者
の
関
係
と
前
述
し
た
息
良
•
田
北
両
者
の
関
係
と
関
辿
さ
せ
て
杓
え
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は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

の
家
系
に
属
す
る
人
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。

前
に
鑑
生
と
凱
顧
備
中
守
と
の
間
に
或
る
種
の
関
係
か
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
依
る

の
で
あ
る
。

甚
状
（
八
の
五
一

0
)）

令
承
知
候
、
以
貯
分
鑑
生
申
談

（
鯛
瀬
文
苫
一
云
一
、
古
岡
L
叩
占
状
（
八
の
五
0
五
）
）
等
の
文
―
n

は、

蛎
釧
．

Lil
北
向
者
の
関
係
が
、
加
判
衆
対
一
般
家
い
の
関
係
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た

「
蠣
瀬
備
中
守
事
、
今
度
最
前
遂
参
上
候
条
、
則
被
成
御
対
面
候
、
然
者
、
於
西
目
別
ml

以
馳
走
馬
岳
取
崩
仮
刻
、
分
捕
等
仕
励
忠
之
次
第
、
依
田
掠
親
宏
注
進
被
知
召
候
、
然

処
、
彼
方
領
地
の
事
、
広
律
方
迎
乱
之
由
候
、
各
々
被
仰
合
無
異
儀
様
可
被
添
御
心
事

肝
要
候
、
恐
々
謹
五
。

（
弘
沿
二
年
）

＋

i-月十
八
日

須

江

上

総

介

殿

田
北
左
近
将
監
殿

帆
足
右
衛
門
大
夫
殿

御
宿
所
（
八
の
五
0
三
）
」

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
川
北
鑑
生
が
衝
瀬
備
中
守
の
領
地
の
こ
と
に
関
し
て
、
種
々

配
應
し
た
の
は
一
再
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
者
の
間
に
示
さ
れ
る
こ
の
よ
う

な
保
護
・
伎
保
護
関
係
の
背
後
に
、
与
力
契
約
凋
係
の
存
在
を
推
定
し
て
も
晶
り
で

（
田
北
）

鑑
生
（
花
押
）

あ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、

更
に

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

不
可
什
疎
略
仮
」

「
就
近
［
之
ふ
小
頚
候
之
趣
、

の
同
特
的
仔
在
を
臨
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

又、

「
辿
々
鑑
生
人
魂
仕
之
間
、
御
訴
訟
専
一
候
」

（
珈
瀕
文
占
―
二
七
、
田
原
親
宏

上
仕
候
て

以
饂
生
御
取
合
年
珀
御
ド
冗
」

と
あ
る
い
く
、
大
友
氏
の
収
崩
侵
攻
以

立
せ
し
め
る
に
全
っ
た
の
は

「
帯
鑑
生
御
吹
、
小
状
」
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で

在
し
な
い
。
し
か
し
、
朗
瀬
侃
中
寸
が
、
田
原
親
宏
と
の
間
に
「
同
心
」
関
係
を
成

あ
る
。
し
か
も
、
鑑
生
の
吹
学
状
を
帯
し
白
た
自
由
は
「
抑
去
年
：
1

月
御
弓
矢
前
参

宗 r1、J
 

と

9 宗

麟
（
花
押
）

「
同
心
」
関
係

朗
瀬
・
恵
良
•
田
北
•
田
原
四
者
間
の
関
係
に
よ
っ
て
、
大
友
氏
の
発
給
せ
る
感

状
に
示
さ
れ
る
「
同
心
」
閾
係
の
存
在
は
、
当
該
感
状
に
一
小
さ
れ
た
両
者
間
に
於
て

同
時
に
与
力
契
約
閲
係
が
存
在
し
た
事
を
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
、

の
存
在
は
、
被
指
抑
打
の
本
韻
安
壻
、
領
地
争
諭
等
の
事
坦
に
閃
し
て
指
揮
者
の
、

そ
れ
に
関
す
る
馳
走
を
期
待
し
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
逆
に
云
え
ば
、
与
力
契

約
閃
係
は
、

そ
の
内
容
と
し
て
軍
事
内
勁
役
の
場
合
に
於
る
指
揮
者
・
般
指
抑
者
の

閃
係
を
合
ま
な
い
こ
と
更
に
、
与
力
又
約
閾
係
の
存
在
は
必
ず
し
も
「
詞
心
」
関
係

最
後
に
「
詞
心
」
閃
位
を
小
す
蝕
状
の
中
に
、
同
奸
名
間
0
「
同
心
」
関
係
を
示

す
も
の
が
存
す
る
の
て
そ
れ
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
本
柏
の
冒
頭
に
引
用
し
た
史
料

B
は
そ
の
一
例
で
あ
る
か
、

石
の
如
く
、

こ
の
詞
姓
「
同
心
」
関
倅
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
現
象
は

史
料
l
l
4
に
依
っ
て
示
し
た
如
き
指
揮
者
の
頻
繁
な
交
替
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
で

（今）
「
口
度
紹
鉄
以
同
心
（
中
略
）

□月
廿
日

田
北
三
郎
兵
衛
尉
殿
（
大
一
の
四
五
六
）

今
度
於
喪
前
国
田
北
鎮
周
以
同
陣
（
中
略
）

七
月
廿
―
―
一
日

田
北
三
郎
兵
衛
尉
殿
（
大
一
の
五
四
七
）

（
十
郎
鎮
凋
）

今
度
田
北
弥
一
以
同
陣
（
中
略
）

六
月
廿
三
日

田
北
―
孟
一
郎
兵
術
尉
殿
（
大
一
の
五
四
J
L
)
」

八

麟
（
花
押
）

麟
（
花
押
）

田
北
三
郎
兵
衛
尉
の
指
揮
者
は
田
北
紹
鉄
、
同
弥
十
郎
鎮
周
と
同
一

- 66 -



大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
与
察

揮
者
関
係
を
検
討
し
た
が
、
要
約
す
る
と
、

指
揮
者
に
同
心
し
た
例
は
、

同
姓
「
同
心
」
関
係
を
示
す
感
状
に
披
指
揮
者
と
し
て
現
れ
る
も
の
が
、
他
姓
の

一
例
が
仔
す
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
、

「
今
度
悶
前
国
発
同
之
り
、

J
野
上
市
部
少
州
闘
心
、

（
天
正
十
一
年
）
卜
月
廿
八
LI

野
上
紀
右
衛
門
閂
殿
（
託
大
．
一
の
一

0
五
一
）

統
（
花
押
）

今
度
全
筑
後
表
為
無
足
従
最
前
遂
在
陣
於
所
々
軍
労
殊
杓
網
三
河
入
追
同
前
高
良
山
へ
長

々
在
山
（
中
略
）

（
天
正
十
二
年
）
＋
二
月
十
三
日

野
上
紀
右
衛
門
尉
殿
（
続
大
三
の
一

0
五
三
）
」

右
は
、
野
上
紀
右
ヱ
門
い
に
対
す
る
天
正
十
一
年
同
十
．
一
年
の
感
状
一
一
通
で
あ
る

が
、
指
揮
者
が
野
上
冶
部
少
伽
↓
杓
網
三
河
人
i
叫
占
ぷ
歴
と
変
っ
て
い
る
。
同
姓
•
他

姓
「
同
心
」
関
係
で
同
一
の
被
指
揮
者
が
現
れ
る
の
は
れ
に
学
げ
た
一
例
か
存
す
る

に
す
ぎ
な
い
。
他
姓
者
間
に
存
在
し
た
「
同
心
」
関
係
が
前
述
の
如
く
い
ち
じ
る
し

く
不
安
定
な
面
を
有
し
て
い
た
の
に
比
し
て
、
同
姓
間
「
同
心
」
関
係
に
於
て
は
、

安
定
的
で
あ
る
と
云
え
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
被
指
揮
者
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
、
同

姓
指
揮
者
の
も
と
に
「
同
心
」
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
云
う
の
で
あ
っ
て
同

一
人
物
に
発
給
さ
れ
た
地
状
の
仝
部
か
同
姓
指
揮
者
の
も
と
で
の
「
lnj
心
」
関
係
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
被
指
揮
者
的
立
場
が
固
出
的
で
な
か
っ
た
こ
と

は
、
史
料
5
、
6
に
依
っ
て
示
し
た
他
姓
者
閻
「
同
心
」
関
係
の
坦
介
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
同
姓
者
間
「
詞
心
L

関
係
の
特
徴
は
、
戦

□期
瓜
士
団
の
内
部
構

造
と
関
辿
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
別
迩
に
考
察
を
必
要
と
す
る
。

今
ま
で
「
同
陣
」
「
同
心
」
等
の
語
に
よ
っ
て
感
状
中
に
示
さ
れ
た
指
揮
者
被
指

第
一
に
感
状
に
現
わ
れ
る
指
揮
者
被
指
揮
者
の
関
係
は
安
定
性
を
欠
い
た
も
の
で

（
中
略
）

義 覧

充

(tIP)

4

手

々

ボ

'
1
1

よ
う
に
忙
常
的
な
も
の
で
な
い
。

九

め
た
」

る
と
、 以

—
、
要
約
し
た
事
柄
を
寄
親
・
害
子
制
の
一
般
的
狸
解
|
ー
戦
国
大
名
の
「
行

も
い
ち
じ
る
し
く
安
定
的
で
あ
る
。

あ
る
。
殊
に
辿
続
し
た
作
戦
行
動
中
に
於
て
、
被
指
揮
名
立
場
に
あ
る
も
の
が
同
一

状
に
示
さ
れ
に
「
同
心
」
関
係
が
両
者
の
間
に
固
定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を

忙
11

る。

/
 

示
し
て

第
―
一
に
、
同
一
人
物
に
対
し
て
発
給
さ
れ
年
代
の
接
近
し
た
感
状
に
於
て
、

「
同
心
」
関
係
が
存
在
し
、
他
は
存
在
し
な
い
場
合
が
あ
り
、
被
指
揮
者
的
立
場
が

第
三
に
事
実
上
「
同
心
」
関
係
が
存
在
し
て
い
て
も
そ
れ
か
感
状
の
中
に
示
さ
れ

第
四
に
大
友
氏
の
家
臣
相
互
間
に
け

JJ
契
約
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
恵

必
ず
し
も
当
事
者
間
に
与
JJ
契
約
関
係
の
存
在
し
た
こ
と
を
認
味
し
な
い
。
即
ち
、

与
力
契
約
関
係
と
「
同
心
」
関
係
と
は
一
方
か
他
を
必
芸
条
件
と
し
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
大
友
氏
領
国
内
に
於
け
る
与
力
契
約
関
係
な
る
も
の
は
、

そ
れ
が
そ
の
ま

＼
軍
事
的
勤
役
の
際
の
上
下
関
係
を
現
わ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
五
に
且
姓
者
間
に
見
ら
れ
る
「
同
心
」
関
係
は
他
姓
者
間
「
同
心
」
閃
係
よ
り

政
及
ひ
知
事
の
命
令
系
統
・
指
揮
系
紐
」
を
寄
親
・
寮
子
制
に
よ
っ
て
「
一
貫
せ
し

（
歴
史
学
研
究
、
一
六
六
、
菊
池
武
雄
ー
戦
国
大
名
の
権
力
枯
造
）

1

ー
と
比
較
す

第
一
に
「
同
心
」
関
係
に
現
れ
た
両
者
の
関
係
は
、
寄
親
と
寄
子
の
間
の
関
係
の

良
、
衡
瀬
、
田
北
、

田
原
の
四
者
間
で
見
ら
れ
た
如
く
、

「
同
心
」
関
係
の
存
在
が

る゚
な
い
場
合
が
あ
り

指
揮
者
的
立
場
が
固
定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

固
定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
は

人
で
あ
り
な
が
ら
、
指
揮
者
的
立
闊
に
あ
る
も
の
が
頻
繁
に
変
動
し
て
い
る
の
は
感
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頸

被
疵
衆

提

新

四

郎

池

田

新

九

郎

堤

源

介

討
之

固

被

疵

討
之

討
之

同

被

疵

11一詑、

乏
処
、
堤
安

（
銘
々
加
披
見
）

l

分
捕
高
名
或
被
疵
井
戦
死
人
数
着
到
一

対
し
て
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

（
円
斉
）

（
朱
印
）

る
も
の
で
あ
る
。

の
で
あ
っ
た
。

関
係
を
考
察
す
る
。

三
、
同

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
般
的
に
は
、
何
某
「
親
類
被
官
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

類
被
官
」
衆
は
小
土
豪
の
軍
事
力
の
中
核
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
軍

功
に
対
し
て
、
大
友
氏
よ
り
の
直
書
の
感
状
を
与
え
ら
れ
た
の
は
極
く
一
部
の
者
に

「

（

天

正

八

年

）

（

迄

田

北

大

和

入

道

落

行

候

）

-
＿
卯
月
士
二
日
至
当
郡
五
馬
荘
井
手
口

l

（
親
類
与
力
挙
官
等
或
）

芸
守
鎮
方
懸
合

l

姓

「

同

心

」

者

与
力
契
約
関
係
と
が
一
貫
し
な
い
。

「親

第
二
に
軍
事
的
指
揮
系
統
で
あ
る
「
同
心
」
関
係
と
、
行
政
的
命
令
系
統
で
あ
る

従
っ
て
、
大
友
氏
の
家
臣
相
互
間
に
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
「
同
心
」
関
係
は
諸
戦

国
大
名
の
軍
事
的
行
政
的
指
揮
命
令
系
統
を
一
貫
せ
し
め
る
寄
親
寄
子
制
と
は
異
な

大
友
氏
の
発
給
せ
る
感
状
に
示
さ
れ
た
「
同
心
」
関
係
の
内
容
は
以
上
の
如
き
も

以
下
に
於
て
は
同
姓
者
間
「
同
心
」
感
状
を
手
懸
と
し
て
大
友
氏
家
臣
団
の
初
心
庶

同
姓
の
同
心
者
は
、
前
引
し
た
元
亀
三
年
七
月
の
若
林
中
務
少
軸
合
戦
手
負
注
文

に
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

彦

三

郎

戦

堤
新
右
衛
門
尉

堤
左
佑
門
尉
小
者

新

九

郎

已
上
（
大
二
の
一
―
六
）
」

右
の
戦
死
手
負
注
文
に
於
て
は
堤
安
芸
守
鎮
方
の
軍
事
力
を
構
成
し
て
い
る
の

は
、
被
官
と
共
に
堤
源
介
以
下
数
名
の
堤
同
姓
衆

(11
「
親
類
」
）
で
あ
る
が
、
件
の

「
先
書
如
申
候
、
今
度
田
北
大
和
入
逍
於
当
郡
井
手
口
松
原
村
誅
伐
之
刻
、
鎮
方
親
類
寄

掃
被
官
或
分
捕
高
名
、
或
被
之
或
戦
死
忠
儀
無
比
類
候
、
連
々
無
油
断
心
懸
之
故
、
紹
鉄

不
抜
足
候
之
事
自
他
之
覚
悟
祝
着
小
斜
候
、
此
節
抽
粉
骨
人
江
銘
々
造
状
候
、
為
後
日
候

之
条
、
別
血
可
被
感
事
肝
要
候
、
委
細
猶
称
名
寺
可
有
演
説
候
、
恐
々
謹
言
。

卯

月

廿

六

日

義

統

（

花

押

）

堤
安
芸
守
殿
（
大
二
の
一
―
五
）
」

右
の
如
く
、
単
に
「
親
類
、
寄
掻
、
被
官
或
分
捕
高
名
被
疵
粉
骨
、
或
戦
死
」
と

言
及
せ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
感
状
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
は
、
堤
安
芸
守
鎮
方
一
人

の
み
で
あ
る
。
前
引
の
若
林
中
務
少
軸
手
勢
の
手
負
注
文
に
於
て
も
、
若
林
の
同
姓

者
は
若
林
九
郎
、
若
林
源
四
郎
の
両
名
で
あ
る
が
、
大
友
氏
よ
り
直
書
の
感
状
を
受

け
た
も
の
は
、
若
林
九
郎
一
人
の
み
で
あ
る
。
（
勿
論
史
料
遺
存
の
偶
然
性
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
手
負
注
文
に
見
ら
れ
る
同
姓
者
に
直
書
の
感

状
が
発
給
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
一
部
分
に
対
し
て
ゞ
あ
る
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
）

各
小
土
舌
家
武
士
団
の
一
族
庶
子
家
の
者
達
は
、
合
戦
手
負
注
文
等
に
よ
っ
て
大
友
氏

戦
闘
に
於
け
る
こ
れ
ら
堤
一
族
の
軍
忠
に
対
し
て
は

堤
藤
内
兵
衛
尉

池
辺
式
部
幽

死

堤

勘

介

上
野
平
右
衛
門
尉

五
本
木
弥
兵
衛
尉

堤
源
介
被
官

長

嶋

助

太

郎

1
0
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大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

こ
の
処
分
状
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
鎮
仲
所
領
の
内
で
別
領
地
と
云
わ
れ
る
部

ザ

巳[叫仲

/ ~—-

居

后

敷

郎
｛
御
り
や
う
田
喜
田
）

••••••••• 

~
 

．．．．．． 
、
... C
9
9
,
 .
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

九

郎

ーー••--、．．．．．．．．．．．．． 

＂三．別

貫 領

分 地

史
料
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
よ
う
に
「
親
類
」

衆
の
中
で
、

相
当
分
地

「
一
別
領
地
之
事
、
自
今
以
後
f
九
郎
可
市
付
由
承
條
、

汰
候
、

一
居
屋
敷
井
祭
田
至
三
郎
可
被
仰
付
候
、
此
上
相
応
御
合
JJ
可
恭
候
、
弥
奉
四
候
、

一
彼
五
貫
分
之
内
、
奇
三
郎
相
当
分
地
之
事
、
堅
九
郎
lL

可
被
仰
間
直
llf
目
出
度
転
、

万
事
御
両
所
迄
令
申
候
、
恐
杓
謹
口
。

元
亀
弐
年
卯
月
二
日

鎮
曲
公

参
人
々
御
rll
（
卜
『
一
の
六
冗
）
」

「
御
り
や
う
田
井
居
犀
敷
之
中
、
親
父
仔
改
之
旨
叶
預
進
候
、
殊
五
貰
分
之
内
分
地
之

事
、
至
九
郎
兵
衛
尉
可
申
付
似
、
胴
不
llI在
粗
迎
候
、
恐
々
瑾
口
。

正
月
卜
四
日

一
．
一
郎
殿
(
+
―
―
一
の
六
六
）
」

右
は
、
若
林
鎮
仲
の
所
領
処
分
状
定
と
、
そ
れ
に
閃
連
す
る
芹
林
鎮
圏
安
堵
状
案

で
あ
る
。
的
者
の
内
容
を
図
ぷ
す
れ
は
左
の
如
く
で
あ
乃
う
。

.
j
一、

l
'
 
，
 

A
ぷ
1

古
パt
 卯

在

刊

仲

任
御
在
時
分
相
続
小
可
有
無
沙

と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
相
違
の
評
糾
は
明
ら
か
で
な
い
、
只
、
直
内
の
感
状
を

う
け
得
た
も
の
は
小
土
豪
式
十

□内
部
に
於
け
る
有
力
構
成
分
子
で
あ
ろ
う
と
云
う

推
察
は
な
し
得
る
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
小
土
豪
式
士
団
の
有
力
構
成
分
子
で
あ
る
同

姓
「
同
心
」
者
と
彼
等
を
指
揮
統
轄
す
る
所
の
、
同
姓
指
揮
者
と
の
関
係
を
二
三
の

大
友
氏
よ
り
直
害
の
感
状
を
う
け
る
も
の

面
々
事
雖
為
少
分
従
上
至
被
蒙
御
扶

璽
々
御
扶
持
候
時
者
早
々
堅
固
可
被

ろ
嫡
家
々
抒
の
経
済
的
援
助
ー
ー
扶
持
、
合
力
に
つ
い
て
は

更
に
ヽ

い
た
の
で
あ
る
。

の
地
位
に
あ
る
も
の
は
、

と
し
て
現
れ
て
い
る
。
）
に
依
っ
て
鎮
腕
は
、

若
林
一
族
の
嫡
家
々
督
の
地
位
に
あ

に
対
し
て
安
堵
し
た
の
が
、
鎮
聰
安
堵
状
案
で
あ
る
。

分
を
九
郎
（
或
は
九
郎
兵
衛
を
正
し
と
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
）
に
相
続
せ
し
め
る
こ
と

は
、
鎮
仲
自
身
の
発
意
で
な
く
、
第
三
者
の
指
示
が
あ
り
、
鎮
仲
が
そ
れ
に
同
怠
し

た
粘
果
で
あ
る
こ
と
、
三
郎
に
対
す
る
今
後
の
「
御
合
力
」
を
鎮
輿
に
対
し
て
「
弥

っ
て
い
る
こ
と
及
び
九
郎
分
と
し
て
与
え
た
五
貫
分
の
内
か
ら
一
部
分
を
三

郎
に
対
し
て
分
割
譲
渡
す
べ
き
こ
と
の
実
行
を
、
鎮
興
か
ら
九
郎
に
対
し
て
命
ず
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鎮
仲
の
処
分
状
は
、

な
内
容
を
合
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う

こ
の
処
分
状
の
三
郎
関
係
分
を
鎮
興
が
一
＿
一
郎

鎮
仲
と
鎮
腿
と
の
関
係
は
、
右
の
処
分
状
に
用
い
ら
れ
た
措
辞
と
、
前
引
の
合
戦

手
負
仕
文
（
元
亀
三
年
七
月
十
九
日
）
に
示
さ
れ
た
事
実
（
鎮
脚
は
、
若
林
一
族
の
指
揮
者

り
、
鎮
仲
は
庶
子
家
で
あ
ろ
う
。
右
の
処
分
状
に
州
て
、
鎮
仲
所
領
の
中
で
別
領
地

を
九
郎
に
譲
与
せ
し
め
る
よ
う
に
鎖
仲
に
対
し
て
指
示
し
た
の
は
、
嫡
家
々
督
の
地

位
に
あ
る
鋲
胆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
の
如
く
小
士
豪
武
士
団
の
嫡
家
々
督

一
放
庶
子
家
の
所
領
に
対
し
て
、
強
い
発
言
権
を
有
し
て

鈍
仲
所
領
処
分
状
案
に
は
三
郎
に
対
し
て
嫡
家
々
督
た
る
鎮
卯
か
ら
の

「
相
応
御
合
力
」
あ
る
べ
き
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
庶
子
家
に
対
す

A

「
就
親
仮
粗
続
之
儀
至
面
々
分
地
之
事

一
所
植
田
給
地
之
内
田
口
十
貢

一

所

来

蒔

三

斗

蒔

已

上

右
雖
預
戦
候
、
被
対
我
等
於
不
儀
者
可
相
達
候
、

持
者
、
存
勘
酌
候
へ
共
、
不
便
候
条
合
力
仕
候
、

本
頼
」
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B

「
不
浪
可
有
辛
労
之
由
候
ウ
間
、

有
曲
候
、
恐
々
謹
言
。

卯

月

四

日
（一万田）

十

郎

四

郎

殿迎
之
候

き
し
や
う
そ
の
冗
段
含
り
し
め
一
段
小
前
田
屋
敷
田
―
一
段
た
か
匝
田
二
有
高
長
門
守
屋
敷
預
進

之
候
、
御
屋
形
様
よ
り
御
扶
助
被
芸
候
者
彼
在
所
儀
返
可
有
候
、(

-
T
i
田）

鑑
景
（
花
押
）

十
月
十
六
日

（一万田）
与

十

郎

殿進
之
候
（
九
の
三
七
0
、
三
七
六
）
」

右
の

A

B
の
二
史
料
に
於
て
、

い
ず
れ
も
嫡
家
々
督
↓
庶
子
間
に
合
力
、
扶
助
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
両
者
に
共
通
せ
る
条
件
と
し
て
、
庶
子
家

が
大
友
氏
よ
り
の
直
恩
を
蒙
っ
た
場
合
に
は
、
扶
持
、
合
力
分
を
嫡
家
々
督
に
還
渡

す
べ
き
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、

A
に
於
て
は
庶
子
家
は
嫡
家
々
督
に
対

し
て
「
不
儀
」
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
も
し
さ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
扶
持
合
カ

は
停
止
せ
ら
る
べ
き
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
嫡
家
々
督
、
庶
子
家
間
の
私
契
約
に
よ
る
保
護
被
保
護
関
係
は
、
所

謂
「
内
之
合
力
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
石
井
博
士
に
依
れ
ば
、
伊
逹
氏
、

今
川
氏
等
の
分
同
法
に
そ
の
規
定
を
存
し
、
家
相
続
の
嫡
子
単
独
相
続
制
が
武
家
社

会
に
於
る
原
則
と
し
て
確
立
し
た
段
階
で
の
現
象
と
さ
れ
て
い
る
。
（
「
長
子
相
続
制
」

天
文
弐
年
正
月
吉
日

（加は来）神

九

郎

殿進
之
候
（
九
の
二
四
四
）
」

還
渡
候
、
例
為
後
日
之
状
如
件
、

（一万田）
鑑
実
（
花
押
）

知
生
蘭
石
貫
分
之
事
預
進
之
候
、
約
諾
於
相
逹
者
不
可

（賀来）鑑
重
（
花
押
）

万
井
博
士
著
）

次
に
、
左
記
の
二
通
は
同
姓
「
同
心
」
者
の
感
状
が
発
給
さ
れ
る
場
合
の
実
態
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（以同心）

「ll

在
陣
馳
走
殊
一
ん
従
最
前
紹
鉄
―
―
別
面
被
励
軍
労

□ロロ

（上聞）

ー
一
趣
具
可
逹

-11一
之
、
必
可
被
成

□感
候
、
例
翌
前
国
―
―
分
領
一
所
以

坪
付
一
＿
之
候
可
有
知
行
候

‘
-
1一
謹
石
。

＿

11-五
日

紹

鉄

（

花

押

）

三
郎
兵
衛
尉
殿

―
一
今
度
紹
鉄
以
同
心

□
従
最
前
在
陣
殊
於
―
軍
労
之
次
第
―

11感

悦
候
、
弥
馳
走
＿

l

悦
喜
候
、
必
追
血

□
段
可
賀
之
候
、
恐
々
口
言
。

□
月

廿

日

宗

麟

（

花

押

）

田
北
三
郎
兵
衛
尉
殿
（
大
一
の
四
五
五
、
四
五
六
）
」

（
紹
鉄
は
田
北
氏
の
嫡
家
々
督
で
あ
り
、
始
め
鑑
冨
、
後
に
鑑
重
と
名
乗
り
、
紹

鉄
と
称
し
た
。
一
二
郎
兵
衛
尉
は
、
田
北
氏
の
庶
子
家
で
あ
り
、
直
入
郡
田
北
村
の
士

で
あ
る
。
）

右
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
庶
子
家
が
嫡
家
々
督
の
軍
事
的
指
揮
下
に
在
っ
て

戦
闘
に
従
事
し
た
場
合
、
庶
子
家
に
対
す
る
大
友
氏
よ
り
の
感
状
の
附
与
は
、
指
揮

者
た
る
嫡
家
々
督
の
大
友
氏
へ
の
上
申
を
侯
っ
て
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

嫡
家
々
督
と
「
親
類
」
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
二
三
の
史
料
を
検
討
し
た
が
、

こ

嫡
家
々
督
は
一
族
庶
子
家
の
所
領
処
分
に
つ
い
て
、
極
め
て
強
い
発
言
力
を
有
し

て
い
た
。
前
引
の
若
林
鎮
仲
の
所
領
処
分
状
案
に
「
別
領
地
之
事
自
今
以
後
至
九
郎

可
由
付
由
承
候
」
と
あ
る
の
は
庶
子
家
の
所
領
処
分
に
際
し
て
、
嫡
家
々
督
の
邸
志

庶
子
家
の
所
領
処
分

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
、

る。 ＼
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、

嫡
家
々
督
の
一
族
庶
子
に
対
す
る
統
制
権
の
強
さ
で
あ

〔
大
一
、
田
北
学
氏
の
詫
記
に
よ
る
。
〕
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る。

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

け
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

（
田
北
）

加
賀
守
殿
(
+
三
の
四
ニ
―
)
」

宛
名
の
加
賀
守
は
城
後
田
北
氏
で
あ
る
。
同
家
は
田
北
一
族
中
で
の
有
力
な
庶
子

家
で
あ
り
、

（
十
三
の
四
0
九
「
田
北
村
之
内
城
後
分
、
三
軍
郷
之
内
拾
貫
参
百
分
」
ま
た
、

十
三
の
四
二
六
「
城
後
拝
領
分
間
別
銭
注
文
」
を
参
照
。
）
大
友
氏
よ
り
の
直
恩
を
う
け
て

い
ろ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
嫡
家
か
ら
の
経
済
的
援
助
を
必
要
と
す
る
場

合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
庶
子
家
が
自
己
の
所
領
を
有
す
る
と
否
と
に
か
＼
わ
ら
ず

嫡
家
々
督
の
経
済
的
援
助
は
必
要
で
あ
っ
た
と
云
い
得
る
。
か
＼
る
事
情
は
、
前
引

の
一
万
田
与
十
郎
家
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
同
家
は
海
部
郡
宇
目
村
に
於
て
十
五

貫
分
の
直
恩
の
給
地
を
知
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
紡
家
々
督
か
ら
の
合
力
を
う

以
上
に
依
っ
て
戦
国
期
翌
絞
地
方
に
お
け
る
武
士
団
の
所
領
の
所
有
形
態
は
、

族
全
体
に
依
る
同
族
団
的
所
行
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
嫡
家
々
督
が
一
族
の
統
率
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
庶
子
家
の
所
領
に
対
し
て
規
制
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

天
文
十
八
年

卯
月
廿
三
日

る
。
即
ち
、

次
に
、

る。 は
、
嫡
家
々
督
の
安
堵
状
を
得
る
事
に
依
っ
て
、

（
川
北
）鑑

そ
の
効
力
を
保
証
さ
れ
た
の
で
あ

一
族
庶
子
家
は
嫡
家
々
仔
か
ら
「
内
之
合
力
」
を
う
け
る
こ
と
に
依
っ
て

経
済
的
側
面
に
於
て
強
く
把
据
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
嫡
家
々
督
の
庶
子
家
に

対
す
る
優
位
性
は
、
庶
子
家
が
独
自
の
所
領
を
有
す
る
場
合
で
も
云
い
得
る
所
で
あ

「
就
至
親
候
者
佗
言
之
儀
、
去
年
以
来
雖
在
府
候
、
当
時
無
関
所
之
由
被
申
候
款
、
就
夫

面
々
外
聞
如
何
之
由
内
々
被
申
候
間
、
先
以
此
方
用
作
之
内
さ
ぬ
き
薗
井
吉
原
名
子
分
一

所
之
事
預
ヶ
進
候
、
後
日
為
存
知
候
、
恐
々
謹
言
。

冨
（
花
押
）

認
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

り

義

嫡
家
々
督
と
庶
子
家
の
関
係
は
右
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
大
友
氏
は
こ
れ
に
対

統
（
花
押
）

「
今
度
田
北
大
和
入
道
成
敗
之
刻
、
其
方
事
順
路
之
覚
悟
乍
案
中
感
心
候
、
於
自
今
以
後

者
匝
奉
公
専
一
候
、
然
者
領
地
分
之
事
如
前
々
不
可
有
相
違
候
、
可
被
得
其
意
候
、
恐

々
謹
言
。

（
天
正
八
年
）
六
月
一
日

田
北
忠
次
郎
殿
(
+
―
―
一
の
三
八

0
)
」

右
は
、
天
正
八
年
の
田
北
紹
鉄
の
反
乱
に
際
し
て
、
田
北
氏
の
庶
子
家
に
対
し
て

発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

田
北
一
族
の
嫡
家
々
督
で
あ
る
紹
鉄
の
反
乱
に
当
っ

て
、
庶
子
家
に
対
す
る
右
の
感
状
は
「
於
自
今
以
後
者
、
直
奉
公
専
一
候
」
と
述
べ

て
い
る
。
田
北
忠
次
郎
は
、
紹
鉄
の
反
乱
以
前
に
大
友
氏
か
ら
の
直
恩
を
う
け
て
お

（
十
三
の
三
七
八
）
大
友
氏
の
直
属
家
臣
で
あ
っ
て
、
嫡
家
々
督
紹
鉄
の
被
官

化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
の
感
状
に
示
さ
れ
て
い
る
の

は
嫡
家
々
督
の
一
族
に
対
す
る
統
制
の
強
さ
で
あ
っ
て
、
大
友
氏
も
ま
た
そ
れ
を
承

「
其
方
事
以
遠
俗
於
自
今
以
後
者
、
至
財
津
大
学
允
毎
事
可
被
添
心
事
肝
要
候
、
就
中
在

陣
等
以
同
心
乍
辛
労
可
被
励
馳
走
事
、
可
為
齊
悦
候
、
例
補
任
平
右
衛
門
尉
統
貞
候
、

為
存
知
候
、
恐
々
謹
言
。

十
一
月
十
七
日（

マ
マ
）

財
津
得
能
（
十
三
の
六
九
二
）
」

右
は
財
津
某
の
還
俗
に
際
し
て
、
財
津
大
学
允
に
対
し
て
協
力
す
べ
き
事
を
命
じ

た
も
の
で
あ
る
。

統
（
花
押
）

「
就
中
在
陣
等
以
同
心
乍
辛
労
可
被
励
馳
走
事
（
云
々
）
」
の
文
書

は
、
嫡
家
々
督
の
一
族
に
対
す
る
軍
事
的
指
揮
権
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、

「
小
田
式
部
太
輔
江
被
加
御
扶
持
候
地
之
内
、
舎
弟
勘
介
依
違
乱
未
知
行
之
段
言
上
候
、

至
勘
介
被
成
遣
御
判
者
、
御
証
判
早
々
持
参
肝
要
候
、
以
其
上
取
合
不
可
有
疎
略

し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

義
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と
あ
る
に
依
れ
ば
、
庶
子
家
に
対
す
る
行
政
的
命
令
は
嫡
家
々
督
を
通
じ
て
な
さ

れ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
嫡
家
々
督
と
庶
子
家
と
の
関
係
に
於
て
は
軍
事
的
指
揮
系

統
と
行
政
的
命
令
系
統
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大
名
権
力
も
亦
そ
れ
を
承

認
し
、
家
臣
団
統
制
の
一
環
と
し
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

合
戦
手
負
注
文
に
何
某
「
親
類
」
と
し
て
現
れ
、
同
姓
指
揮
者
の
下
に
「
同
心
」

し
た
一
族
庶
子
家
は
、
以
上
の
よ
う
な
嫡
家
々
督
の
擬
制
的
仰
領
制
的
規
制
の
下
に

存
在
し
た
の
で
あ
る
。

大
友
氏
の
発
給
せ
る
感
状
に
現
れ
た
「
同
心
」
関
係
は
、
固
定
的
で
な
く
、
嫡
家

々
督
の
指
揮
下
に
あ
っ
て
、

そ
の
規
制
を
う
け
て
い
た
同
姓
同
心
者
11
庶
子
家
の
場

合
に
於
て
も
被
指
揮
者
的
立
場
は
固
定
的
な
も
の
と
は
云
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
大

友
氏
家
臣
団
間
に
於
け
る
「
同
心
」
関
係
が
、
非
制
度
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
寄
親
寄
子
制
と
の
相
異
点
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
ら
ば
「
同
心
」
関
係
は
如
何
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
被
同
心

者
の
社
会
的
経
済
的
規
模
は
、
土
豪
的
規
模
の
者
（
旧
柳
河
藩
誌
第
一
二
十
上
編
古
文
書
の

二
、
小
野
文
害
十
六
に
「
泊
雪
以
同
ヽ
心
在
々
所
々
軍
労
…
・
：
武
蔵
田
州
町
頼
附
候
」

状
あ
り
受
給
者
の
小
野
和
泉
守
は
柳
河
藩
立
藩
と
共
に
そ
の
家
老
と
な
っ
た
。
）
ー
＇
即
ち
、
近

世
期
に
於
て
大
名
の
家
臣
と
な
っ
た
場
合
彼
等
は
家
老
級
の
上
級
家
臣
と
な
っ
て
い

四
、
結

び

木
付
紀
伊
入
消
殿
（
＋
の
七
九
六
）
」

宋鑑 鑑 鑑

の
義
統
感

理
（
花
押
）

速
（
花
押
）

連
（
花
押
）

歓
（
花
押
）

候
、
芳
文
御
判
無
頂
戴
考
則
被
止
碑
候
之
様
助
言
専
那
候
、
惣
別
御
問
所
御
閉
目
之
儀
梢

被
仰
出
候
之
条
、
被
得
其
意
昭
固
可
被
申
付
事
専
一
候
、
恐
々
謹
言
。

十
一
月
九
日

大
友
氏
に
於
て
は
、

「
如
前
々
今
度
同
陣
肝
要
候
」
と
あ
る
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る

の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
依
っ
て
矛
盾
な
く
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

不
安
定
性
、
指
揮
者
被
指
揮
者
的
立
場
の
非
固
定
性
'
|
ー
は

「
同
心
」
関
係
を
こ

ろ
。
ー
か
ら
山
香
郷
東
西
一
揆
衆
の
如
き
名
主
的
規
模
の
者
ま
で
が
存
在
し
、
社
会

的
階
層
が
著
し
く
不
平
均
で
あ
る
。
寄
親
寄
子
制
は
、
戦
国
大
名
の
「
行
政
及
び
軍

事
の
命
令
系
統
、
指
揮
系
統
」
を
一
貫
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
社
会
的

機
能
は
、
村
落
内
の
有
力
上
層
農
民
を
寄
子
同
心
と
し
て
組
織
的
に
寄
親
を
通
じ
て

大
名
権
力
の
支
配
下
に
組
み
入
れ
る
事
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
寄
親
寄
子
制
の
対
象
は

社
会
的
階
屑
が
不
平
均
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
、
同
関
係
が
寄
親
寄
子
制
の
如
き
社

会
的
機
能
を
期
待
し
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
純
軍
事
的
な
性
格

の
も
の
で
あ
っ
て
、

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
現
す
所
は
、
軍
事
力
動
員
の
際
の
部
隊
編
成
で
あ
ろ
う

寄
親
寄
子
制
と
の
相
異
点
と
し
て
学
げ
た
二
三
の
特
徴
は
—
,
—

「
同
心
」
関
係
は
右
の
如
く
理
解
し
得
る
と
し
て
大
友
氏
領
国
に
於
て
は
、
家
臣

団
統
制
農
村
把
握
は
如
何
な
る
形
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
戦
国
諸
大
名
領
国
内

に
存
在
し
た
寄
親
寄
子
制
的
な
も
の
は
、
大
友
氏
領
内
に
於
て
は
そ
の
朋
芽
的
形
態

は
指
摘
し
得
る
が
、
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
史
料
面
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、
山
香
郷
東
酉
一
捏
衆
に
対
す
る
田
北
氏
の
関
係
の
如
き
が
、
発
展
し
た
場
合

に
II

寄
騎
何
人
を
預
け
懺

<fI
と
云
う
形
式
を
と
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

通
り
、
田
北
氏
に
対
し
て
山
香
郷
東
西
一
~
~
衆
を
寄
子
同
心
と
し
て
頚
け
置
く
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。

家
臣
団
統
制
の
方
法
と
し
て
は
、
嫡
家
々
腎
の
一
族
庶
子
家
に
対
す
る
擬
制
的
惣

領
制
的
規
制
が
史
料
面
に
現
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
共
方
領
内
石
原
四
貫
分

．．．． 

事
、
近
年
入
田
被
官
押
妨
之
儀
共
候
賊
、
（
下
略
）
（
大
一
、
七
四
の
大
友
義
鎮
書
状
、
植

社
会
的
階
層
か
ら
云
え
ば
名
主
層
で
あ
る
。

「
同
心
」
関
係
に
於
け
る
被
指
揮
者
の

一
四
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大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
寮

に
後
者
は
在
地
小
領
主
府
及
び
、

の
厳
重
な
身
分
的
区
別
、
即
ち
、
衆
巾
の
名
跡
再
叫
、

行
は
れ
て
屈
り
、

名
主
屈
を
そ
の
本
領
地
か
ら
切
離
し

で
あ
る
。
）
広
範
間
に
し
て
徹
底
的
な
地
頭
及
び
、
衆
中
の
召
移
し
と
し
て
鳳
れ
、
特

領
制
的
規
制

(11
家
臣
団
内
部
の
同
放
団
的
結
介
。
）

こ
れ
を

所
領
の
没
収
戌
附
等
は
地
須
の
杭
限
外

又
、
家
臣
団
統
制
の
方
式
と
し
て
嫡
家
々
腎
の
一
族
庶
了
家
に
対
す
る
擬
制
的
物
心

点
に
つ
い
て
同
じ
く
九
州
地
方
の
戦
国
大
名
て
あ
り
、
大
友
氏
と
対
立
閃
係
に
あ
っ

た
島
津
氏
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
同
氏
の
家
戸
団
内
部
に
於
て
も
亦
、
同
族
団
的
鮎

合
は
存
在
し
、
家
印
団
統
制
に
菫
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
が
、
（
例
え
ば
各
外
城
の
軍

事
力
構
成
員
た
る
衆
中
に
対
す
る
地
唄
の
統
制
把
捏
は
、
地
叫
の
同
名
衆
に
よ
る
同
族
団
支
配

と
し
て
の
一
面
を
tj
し
て
い
た
。
）
同
時
に
大
名
権
力
自
身
に
よ
る
家
臣
叫
把
握
統
制
か

そ
れ
は
衆
中

(11
直
属
家
臣
）
の
身
分
保
証
と
（
直
属
家
臣
、
防
臣
間

の
存
す
ろ
市
を
述
へ
た
が

こ
の

い
た
と
云
え
る
。

氏
の
場
合
後
者
は
極
め
て
肋
牙
的
形
態
に
於
て
し
か
存
在
せ
す
、
前
者
か
優
越
し
て

被
宜
化
与
力
化
す
る
個
別
的
把
捏
方
式
と
、
寄
親
寄
子
制
に
依
っ
て
集
川
内
に
把
尻

す
る
方
式
と
の
．
ー
つ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
（
前
褐
菊
池
氏
稿
。
）
大
友

戦
国
大
名
の
家
臣
団
構
成
に
閃
し
て

れ
る
。

一
般
に
郷
村
の
士
豪
上
附
此
民
を
個
々
に

田
宮
内
面
宛
）
」
「
国
崎
郡
反
別
奉
行
之
儀
兼
面
申
付
候
処
、

.

.

 

≫
 

略
）
万
一
号
人
与
力
不
動
之
者
附
有
者
、
以
交
名
可
承
候
。
（
下
略
）
（
続
大
一
、

八
竹
日
津
文
国
）
」
等
と
あ
る
に
よ
れ
は
、
大
友
氏
頷
国
内
に
於
て
村
落
内
の
行
力
上

層
股
民
の
把
捏
は
、
大
友
氏
家
臣
が
彼
写
を
披
官
、
与
力
化
す
る
こ
と
に
依
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
寄
子
同
心
と
云
う
形
で
一
括
し
て
封
建
的
支
配
閃
係
に
組

入
れ
る
形
式
を
と
ら
ず
、
個
々
に
被
官
化
、
与
刀
化
す
る
方
式
に
依
っ
た
と
考
え
ら

遅
滞
但
是
非
候
、

一
九 （巾

あ
る
。

た
と
云
い
褐
る
て
あ
ろ
う
。

一
五

「
御
内
人
」

11
直
属
家
臣
団
に
編
成
す
る
過
程
と
し
て
押
解
さ
れ
る
。

国
大
名
島
津
氏
の
軍
事
組
様
に
つ
い
て
」
九
州
史
学
第
十
乃
、

一
考
寮
」
藩
社
会
の
研
究
、
所
収
。
）
こ
れ
を
、
大
友
氏
の
協
合
と
比
較
す
る
な
ら
は
、

同
氏
に
於
て
は
島
ホ
氏
に
於
る
が
如
き
衆
中
召
移
し
笠
の
事
実
は
見
ら
れ
ず
、

一
、
川
原
親
述
兄
弟
三
人
之
事
、
子
々
孫
々
何
も
許
容

h
間
敷
候
、
彼
田
原
か
事

は
、
以
上
八
代
と
故
ら
ん
、
無
本
を
た
く
み
候
之
由
山
候
、
是
も
白
然
浦
部
の
者

共
、
畝
成
う
せ
候
は
＼
、
辛
労
し
た
る
限
足
ふ
か
ひ
の
者
共
を
、
彼
在
所
に
う
つ

さ
る
へ
く
侯
、

（
拙
稿
、
「
戦

わ
ず

と
あ
る
の
が
そ
の
よ
う
な
意
図
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
直
屈
家
匝
団
の
創

出
、
編
成
過
杜
及
ひ
、
統
制
把
捏
の
点
に
於
い
て
い
ち
じ
る
し
く
欠
く
る
所
が
あ
っ

附
記
。
本
秘
の
執
半
に
当
っ
て
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
所

t
任
（
元
、
大
分
県
史
料
編

g'
年
否
員
）
一

1

一
木
俊
秋
氏
の
適
切
な
示
峻
と
助
ー
広
＾
＿
辱
う
し
た
謹
ん
で
謝
意
を
表
す
る
次
弟
で

（
後
略
）
（
福
岡
県
史
資
料
第
一
．
一
輯
大
友
文
書

"
U
)

か
に
大
友
義
長
条
々
に
、

「
薩
限
落
の
外
城
詞
に
関
す
る
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